





















念な思いを抱いたに違いな 。しか ながら幸 なことに、 うした の遺志を受け継ぐ研究を我々は手にするこ ができる。蔡文高著『洗骨改葬の比較民俗学的研究』 （岩田書院、二〇〇四年）がそれである。
　蔡は中国福建省で生まれ、一九九〇年に来日した後、成城大学大学院で民俗学を専攻し、 「日中洗骨改葬的比較研究」と
















の対象から外れてしまう。比較民俗学的研究という立場からすれば、対象地域が制限されることは好ましいことではないので、目的が同じであれば水や酒に限定せず、紙や布などの方法による遺骨浄化も洗骨として扱う方が生産的であろう。また、蔡が洗骨した遺骨の保存を条件としてい のに対し、平敷は定義の中で一切触れていな 。後で紹介す ことになるが、遺骨の保存を前提としてい い浄化もあるから、洗骨の定義の中に「遺骨を清めて甕などの容器に納めること」といった文言は含めない方がよいであろう。
　さらにもう一点、洗骨の定義に関して確認しておかなければならないことがある。それは改葬と再葬 関係である。再葬
というの 、葬送儀礼の一環 当初から二次葬（改葬）を行うことが規制されている民俗である。これ 対して狭義の意味での改葬 本来であれば一次葬である風葬や土 で葬送儀礼が終了するはずであったのが、後に合葬や帰葬といった何らかの事情によって遺骨を他所へ移す場合である。沖縄の洗骨は再葬であるが、この狭 改葬においても洗骨は行われる。
　昭和四八年頃のことであったと記憶している。筆者の父方の祖父は昭和十四年頃に死亡し、ムラの共同墓地に土葬されて
いた。家族墓を建立したことにより、遺骨を掘り上げてそこへ移すこととなった。改葬が行われる日には、すで 再婚して他家の人となっていた祖母も参加し、父たちが掘り上げた遺骨をいたわるように握りしめ、何事か語りかけてい 姿 今も鮮明であ
る（６）
。バケツ一杯になった遺骨は家に持ち帰り、井戸水で洗われ、その後家族墓に納められた。おそらく他家の場合











































































































































次葬ということになる。その際女長老の指示により、焼酎を用いて洗骨している。二次葬の時にも焼酎が用いられていたのかどうかはわからないが、当然何らか 方法によって洗骨が行われたであろう。また、その時 改葬は葬送儀礼の一環として行われていたのであるから 臨時ではなく定期の洗骨 で 。
　この事例と同じように清められた遺骨が保存されているのは事例三・四・五・六・七である。これとは逆にわざわざ洗骨し
た遺骨を新仏（他人） ともに埋め戻して まう遺棄型が事例一・二・六である。事例六は遺棄型から保存型へと遷 してる。埋め戻し いた時代も焼骨していたというの あるが、散骨す こともなく、ま 家族墓などへ納骨しない であるから、本来焼骨する必要はないはずである。ここには泥などの汚れを落 した 事例八のように腐肉を落とすといった物理的要因ではなく、何か心理的要因が働いてい よう 思われる。この問題を解くカギは、事例一に隠されているようだ。
　事例一では、水で遺骨を清めることを「アガラレル」と表現している。清められた遺骨は新仏（他人）と一緒に埋め戻さ












われていたのだが、島の最北端に位置する狩俣部落などでは状況が異なっている。狩俣において洗骨の対象となるのは島外で死亡した者、あるいは不慮の事故 よる死者に限られていた。こうした異常死者の遺体は先祖が眠る本墓（家族墓）でなく、洞窟などに一時的に収容され 。その後三年～七年を過ぎ 七夕 日に洗骨され、ようやく本墓への移葬が許され 。その一方 、異常死ではない者に対して洗骨は行われない。この問題をどのよう 解釈したら いのか桜井も悩み続けているようであるが 結論を得 まで 至っ いない うである
　さて、宮古島では洗骨をクツヲウッツァスと呼ぶ。この言葉 本来的語義は遺骨の移葬を意味する「骨を移す」なのだが、
洗骨そのものを指す言葉としても用いられている。遺骨は古墓であ ガバパカから新造されたミーパカへ移される際に洗骨される。また、同一墓を用いて洗骨し、埋葬地を移動 な 場合に対しても同じくクツヲウッツァスと呼んでいる。
　洗骨が実施されるのは仏月とされている旧暦七月の一日から七日の七夕までで、死後三年以上経過した遺骸が対象となる。

















れるのがタマスウッツァス、つまり「魂を移す」儀礼である。このことを桜井は「人間が死ぬと霊を失った肉体は腐蝕するから埋葬される。けれども、人骨はのこる。人骨がのこる限りにおいて霊もまた完全にそこから離脱しないで遺留する。それは、肉体が腐蝕して土化するために、霊魂が棺箱をおいた箇処の土中に鎮留するからである。 」と説明 て る。この桜井の解釈では、人間の魂は生前肉体に宿っていた 、肉体の消失ととも 大地上に落下して滞留するということにな しかし桜井は「人骨がのこる限りにおいて霊もまた完全にそこから離脱しないで遺留する」とも述べていて、霊魂は遺骨に留まるとの見解を示してい 。
　人間の霊魂は肉体に宿っているのか、あるいは骨に宿っているのか。それとも両方に宿っているのか。桜井の文章を読む
限りでは判然 ない。だが、こ 問題を解くヒントとなる事例を桜井が示してくれて それは狩俣と同じく宮古島北部に位置する大浦部落である。昭和四六年三月に当地を訪れた桜井は、洞窟墓へ棺を納める様子を実見している。そして、次のような報告をもたら てく た。











階として肉体 腐るま は 死者の霊魂は亡霊だと考え れている。第二段階は白骨化した遺骨を洗い清める。この洗骨よって亡霊は祖霊へと昇華し、先祖の仲間入りができる。この後二二年から三三年後、個人として供養されていた遺骨は祖先の遺骨と一緒にされるが、この時祖霊は個性を失くし 祖先神に る これが第 段階である。
　祖先神となる第三段階において、遺骨は他の遺骨と一緒にされる いうのであるが、祖先神となった霊魂はどこに鎮まる
のであろうか。この点について金子エリカ 何も述べて いない。けれども、遺骨 離脱していることは間違いないであろう。だからこそガバパカからミーパカへの移葬を伴う洗骨で 、タマスウッツァス儀礼が行われたのである。洗骨は霊魂が遺骨を離れるひとつ 契機 見なすこと できよう。遺骨を離れた霊魂がどこに鎮まると考えられているのか、今後の課題として残るが、大浦部落で粗略に扱われていた遺骨も霊魂が分離した後であると考えれば了解できよう。 だし ここでは通常死者に対して洗骨が行われていな った。通常死者の はど ような段階を経て遺骨から離れ のか 日本本土や中国とも比較 ながら明ら にしていかねばな な 。
　沖縄出身の比嘉政夫によれば、洗骨を意味する沖縄方言には「シンクチ（洗骨） 」 、 「チュラクスナン（清らかにする、美




















































































































骨を契機に祠堂や位牌に移動し 霊格 昇華するわけではない。陽的存在である「魂」 死と もにその身体を離れるが、陰的存在である「魄」はそのまま遺骸に留まり 最終的に骨に宿って墓に鎮まる いうことにな ようである。
五 　おわりに
  一次葬として土葬や風葬に付した遺骸が白骨化するのを待ち、その遺骨に二次葬としての処置を施す洗骨は世界的に分布
する民俗である。洗骨の方法としては、聖水に限らず海水や酒類、布や紙、そして火が用 られることも 。また、洗骨をする理由には、帰葬・合葬・鎮魂などの一次葬後に生じた理由 よる臨時的改葬と、葬送儀礼の一環として必ず実施される定期的改葬とがある。また、改葬に伴う洗骨をその目的から分類するならば、単に泥やホコリ ど 汚 を落 す物理的洗骨と、死者の霊を祖霊や神といったより高い位階へと昇華させる めに行われる心理的洗骨とがある。
　このような視点から、まず日本本土の洗骨を眺めてみよう。日本本土には洗骨改葬の民俗は存在しないともされているが、
改葬が行われ 際には必ず遺骨 清められるはずである。問題は定期 洗骨が成立していたのかどうか そしてそれが遺骨の位階を引き上げ ための心 的洗骨であっ のかどうかが問われねばならない。筆者が提示した九つの事例はすべ 定期
洗骨改葬の日中比較研究
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者とを区別している場所が存在す ことである。そのひとつ宮古島の旧平良市 属する狩俣部落と大浜部落では、通常の死者に対して洗骨は行われず、島外死などの異常死者に限って洗骨が実施され 。どうし このよう 区別が生まれたのか現在のところ不明であるが、同じような区別をしている中国と 比較を通じて明らかにされるであろう。





の置き場所が移動するのである。これがクツヲウッツッスの意味であろう し 最終的にはイケと呼ば 最奥部に撒かれて先祖の骨と一緒にな 。 れは日本本土で行われてきた散骨に相当す で なかろうか。
　洗骨によって遺骨から霊魂が離れると考えられていることは、本土では事例一に、沖縄ではタマスウッツァス儀礼やカッ
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